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研究成果の概要（和文）：本研究では，空間移動時におけるFDI（Filled-Duration Illusion）として，まちな
か回遊時における空間体験に対象にFDIを発現させる視覚刺激強度を定量化し，当該刺激強度が歩行者の経過時
間認知に与える影響を明らかにした．具体的には，まちなか回遊時における街並みの認知を街並ファサードの系
列的な認知と抽象化した上で，街並ファサードの視覚刺激強度を印象価及び文脈効果により定量化し，当該強度
が経過時間認知に与える影響をラグ数判断課題に基づく時間評定課題により検証した．その結果，視覚刺激強度
が高い街並ファサードは，経過時間認知を伸長させることを明らかにした.

研究成果の概要（英文）：In the present study, the intensity of the visual stimuli to trigger 
Filled-Duration Illusion Effect was quantified for spatial experiences during walking street, and 
the effects of the visual stimuli intensity on FDI effect of pedestrians were evaluated. 

研究分野：土木工学

キーワード： Filled-Duration Illusion　視覚刺激

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究では，歩行者に視覚刺激を与えることで経過時間認知が伸長することを示した．これは，街並を印象づけ
る効果を有することが期待され，当該刺激の提示により魅力的な街並体験の演出につながる可能性を示すもので
ある．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 時として現実空間と我々の認知との間に齟齬を生じさせる認知バイアスは，無意識のうちに
形成されるとの特性を有する．なかでも時間認知に関するバイアスは，「もうそんなに時間がた
ったのか」といった出来事を日常生活でしばしば経験するように，生活に根ざしたものだと言え
る． 
 時間認知に関するバイアスは，FDI 効果；Filled - Duration Illusion により発現する．われわ
れが時間の経過を感じることができるのは，外界より入力される刺激をその処理時間へと情報
変換し，変換された処理時間情報から時間を認知していることによる．情報処理が迅速に実行さ
れると，時間を短く感じると説明され，したがって，FDI 効果は入力時に強く惹起される刺激に
対して，情報処理の流暢性が高まることで生起する時間認知の歪みとして理解される．一般に入
力刺激は視覚，聴覚，嗅覚，味覚，触覚の各器官を通じて獲得されるが，その 8 割は視覚刺激で
あるとされ，時間認知の歪みは入力刺激の大勢を占める視覚刺激を対象に研究が蓄積されてき
た．例えば，実験参加者に提示される店舗画像の提示時間を回答することを求める際，直前に美・
品格成分の乖離が大きい店舗画像を提示した場合，時間認知が短縮することが明らかにされて
いる．これは，視覚刺激とした店舗画像の印象の展開に対して情報処理の流暢性が増大した結果，
時間認知が短縮したと説明され，同効果により時間認知が歪む印象的な空間移動体験を演出で
きる可能性がある． 
 しかし，提案した枠組みでは，直前の店舗がもつ美・品格成分の展開しか操作の対象とならず，
また，移動時のどのような視覚刺激の展開により時間認知が伸長あるいは短縮するかは定かで
はない．空間移動時における視覚刺激は多様であり，その展開は多彩である．歩行者の移動時の
制御や体験の改善を図るために，空間移動時に FDI 効果を発現させる視覚刺激を把握すること
は極めて重要である． 
 
２．研究の目的 
 本研究では，視覚刺激によって形成される時間認知，特に経過時間認知に対象を絞った上で，
歩行者が空間移動時において FDI 効果が発現することを実証的に示すとともに，同時間認知に
歪みに影響を与える視覚的要因を明らかにする． 
 
３．研究の方法 
 まず，空間デザイン的観点から移動空間の印象としての重要性，デザイン対象としての可能性，
また認知科学的観点から移動空間を認知する上での重要性とのバランスを取り，視覚刺激を選
定する．具体的には，視覚刺激として街並ファサード画像を採用し，印象評定により，当該画像
の印象価により視覚刺激強度を定量化する．このとき，空間の印象とデザイン対象を対応付ける
ため，視覚刺激に含まれる要素の量により空間の物理量と心理量とを関連付ける． 
 視覚刺激の定量化を図った後，視覚刺激の強度に応じて発現する FDI 効果をラグ数判断課題
に基づく室内実験により明らかにする．  
 
（1）視覚刺激の定量化  
 本研究では，視覚刺激として和風型街並ファサード画像を採用した．具体的には，まず和風要
素を 3要素以上含む 120の建築ファサードをアイレベル（1.5m）から建築ファサード正面に垂直
になるように撮影した．次に，撮影した 120 建築ファサード画像を対象に「和風感が強い―和風
感が弱い」,「日本的な―日本的ではない」の 2形容詞対による 11 段階の印象評定課題を実施し
た．実験参加者は，後述するラグ数判断課題に参加しない学生 5 名であり，得られた各建築ファ
サード画像に対する各参加者の 2 形容詞対の評定値の和を算出し，その算術平均を建築ファサ
ード画像の和風印象価とした．これらの建築ファサード画像を横一列に 5 画像配置することで
街並ファサード画像を作成した．一般に，街並ファサードを構成する個々の建築ファサードの和
風感が強いほど街並の和風感が強くなり，また，街並ファサードを構成する個々の建築ファサー
ドの和風感が統一されているほど街並ファサードの和風感が強くなる，すなわち文脈効果が発
現する．そこで本研究では，視覚刺激の強度を，街並ファサード画像を構成する建築ファサード
画像の和風印象価の総和及び街並ファサード画像を構成する建築ファサード画像の和風印象価
の標準偏差として，定量化する． 
 
（2）視覚刺激の展開による経過時間認知の歪み 
 FDI効果は，ラグ数判断課題により計測する．実験参加者には着座し，前方に設置されたディ
スプレイを両眼視し，キーボードを用いて回答を入力することを要請する．ラグ数判断課題では．
まず試行開始の合図として，LCDの画面中央に凝視点（「＋」，視覚 1.5°× 1.5°，白い背景に
黒色で表示）を提示する．つづいて，街並ファサード画像あるいは日用品画像を 7 秒間提示す
る．実験参加者には，各画像の提示中に同画像が 1 度目もしくは 2 度目の提示なのか再認判断を
した後，2 度目の提示と回答した場合は，1 度目の提示から 2 度目の提示までのラグ数をキーボ
ードにて入力することを要請する．回答にあたっては，各画像の順番をすべて記憶することは不
可能であることを伝え，直感的な感覚に基づきラグ数を判断するように指示する．すべての画像
は，2 回提示され，同一の画像が反復提示されるまでに挿入される他の画像数は，40，45，50，
55 画像のいずれかであり，いずれの場合も同一の画像が反復提示されるまでに 5 分以上の時間



間隔を設ける．画像の提示消失後，1 秒のブランク画像を提示した後，凝視点を提示して次試行
へと進むよう設定する.なお，本研究では，実験参加者の回答が正答か否かフィードバックが表
示される 100 試行からなる練習試行を実施した後，140（画像：24 街並画像，116日用品画像）
× 2（繰り返し）からなる 280 試行をランダムに実施する. 
 ラグ数判断課題終了後，ターゲットとした街並画像及び同画像内に配置した建築画像の印象
評定課題を実施する．試行の開始の合図として，LCDの中央に凝視点（「＋」，視覚 1.5°×1.5°，
白い背景に黒色で表示）を提示した後，街並ファサード画像もしくは建築ファサード画像を 10
秒間提示する．実験参加者の課題は，提示された各画像に対して「和風感が強い—和風感が弱い」,
「日本的な—日本的ではない」の 2形容詞対により 11 段階で印象評定を行うことであり，回答を
キーボードにて入力することを要請した．画像の消失後，すぐ凝視点を提示して次試行へと進む
よう設定し，計 144 試行をランダムに実施する. 
 ラグ数判断課題において，ターゲットとした街並ファサード画像に対して実験参加者が回答
したラグ数を式（1）及び（2）にてモデル化し，街並ファサード画像の刺激強度である和風印象
価及び文脈効果が経過時間認知に与える影響を明らかにする． 
 
                 （1） 
 
                 （2） 
 
ただし， 
yij：実験参加者 iの街並ファサード画像 jに対する経過時間認知の歪み 
xij：実験参加者 iの街並ファサード画像 jに対する和風印象価 
aik：実験参加者 iの建築ファサード画像 kに対する和風印象価 
Ak：街並ファサード画像 jに配置された建築ファサード画像群 
n：街並ファサード画像に配置された建築ファサード画像数（以下の実験では n=5） 
d’ij：実験参加者 iの街並ファサード画像 jが 2回目に提示された際に回答したラグ数 
dij：実験参加者 iに街並ファサード画像 jが 2回目に提示された際の実際のラグ数 
β0：定数項 
β1, β2：未知パラメータ． 
 
 時間経過認知の歪みは，実験参加者が回答したラグ数と実際のラグ数の差分を算出すること
で定量化する．ラグ数の差分が大きいほど経過時間認知は伸長することを意味する．街並ファサ
ード画像の和風印象価は，ラグ数判断課題実施後に実施した印象評定課題にて実験参加者が回
答した 2 尺度の平均値を算出し，定量化する．また，街並ファサード画像の文脈効果は街並画像
の和風印象価と，街並ファサード画像に配置された建築ファサード画像の和風印象価の平均値
の差分を算出することで定量化する．建築ファサード画像の和風印象価は街並ファサード画像
と同様にラグ数判断課題実施後に実施する．和風印象価の差分が大きいほど文脈効果が大きい
ことを意味する． 
 
４．研究成果 
 
（1）視覚刺激の定量化 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 街並ファサード画像に配置された   図 2 実験に用いた街並ファサード画像の一例 
建築画像の和風印象価の総和と標準偏差 
 
 図 1に示す通り，本研究では，予備的に実施した 5つの建築ファサード画像の和風印象価の総
和が 8 未満，8 以上 16 未満，16 以上の 3 条件，また和風印象価の標準偏差が 6 未満，6 以上の
2 条件を組み合わせた 6 条件を設定し，各条件 4画像，計 24の街並画像を図 2に示す通り作成
した． 
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（2）視覚刺激の展開による経過時間認知の歪み 
 
               表 1 パラメータ推定結果 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 経過時間認知に影響を与える要因を明らかにするため，得られた回答を式（1）及び（2）にて

示したモデルを用いてパラメータ推定を行った結果を表 1に示す．その結果，街並ファサード画

像の和風印象価及び街並画像の文脈効果が経過時間認知の歪みに有意な影響を与えることが示

された．パラメータの符号は負であり，これはターゲットとした街並ファサード画像の和風印象

価が増加するほど，実際のラグ数に比べてラグ数を過小に評価し，街並ファサード画像の和風印

象価が減少するほど実際のラグ数に比べてラグ数を過大に評価することを示している．また，文

脈効果が経過時間認知の歪みに有意な影響を与えることが示された．パラメータの符号は負で

あり，これは街並ファサード画像の文脈効果が増加するほど，実際のラグ数に比べてラグ数を過

小に評価し，ターゲットとした街並ファサード画像の文脈効果が減少するほど実際のラグ数に

比べてラグ数を課題に評価することを示している． 

 街並ファサード画像の和風印象価の大きさが経過時間認知の歪みに影響を与えるとの結果は，

既存研究の成果と同様の傾向を示している．和風印象価が高い街並ファサード画像ほど経過時

間認知が短縮したことは，和風印象価の高い街並画像に注意が強く惹起され，想起時の認知的な

処理の流暢性が高まり，その結果経過時間認知が短縮したとの説明が可能である．また，和風印

象価が低い街並画像ほど経過時間認知が伸長したことは，和風印象価が低いことにより街並フ

ァサード画像に注意が惹起されず，街並ファサード画像の想起に関する認知的な処理の流暢性

が低下した結果だと解釈することができる．ただし，印象価が低い街並ファサード画像は注意を

強く惹起することもまた指摘されており，本研究の結果と矛盾する．ここで，一般に印象価の低

い画像として用いられるネガティブ画像は，事故現場の画像といった強い嫌悪感情を伴うもの

であり，それゆえ嫌悪感情を含む画像内の要素に注意は強く惹起される．一方，本研究で用いた

和風印象価の低い街並ファサード画像は強い嫌悪感情を誘発するものではなく，興味を抱きに

くいといった特徴をもつ画像だと言える．そのため街並ファサード画像に対して注意が惹起さ

れず，想起時の認知的な処理の流暢性が低下し，時間経過認知が伸長したと解釈することができ

る． 

 街並ファサード画像の文脈効果が高いほど経過時間認知が短縮し，また文脈効果が低いほど

経過時間認知が伸長したこともまた，刺激強度と処理流暢性から説明することが可能である．す

なわち，街並ファサード画像内に含まれる建築要素が互いに高い意味的関連度を有することで，

同画像の和風印象価が高まったため，想起時の認知的な処理の流暢性が高まり，経過時間認知が

短縮したと解釈することができる．こうしたことは建築要素を連担させ文脈効果を生起させる

ことで街並を想起する際に経過時間認知を短縮させることが可能であることを示している．例

えば扉を格子戸に修景するといった小さな建築ファサードの修景であっても，こうした修景を

複数の建築ファサードに対して実施することで，来街者の経過時間認知を短縮させうる可能性

があると言える． 
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